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今
、
マ
ク
ロ
な
人
口
構
造
と
し
て
、
少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減

少
社
会
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
現
れ
、
ミ
ク
ロ
な
社
会
現
象
と

し
て
生
活
の
個
人
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
個
人
化
が
進
む
社

会
と
暮
ら
し
は
、
孤
立
化
と
い
う
リ
ス
ク
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
。

他
者
や
地
域
と
の
関
係
性
の
希
薄
化
は
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
確
立
の
難
し
さ
、
生
命
の
連
続
性
の
実
感
の
乏
し
さ
、
多
世

代
・
多
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
断
絶
、
そ
れ
ら
が
あ

い
ま
っ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
の
弱
化

を
引
き
起
こ
す
。 

　
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
み
る
と
、
環
境
問
題
の
深
刻
化
や
社

会
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
対
立
す
る
価
値
観
を
調
整
し
、

経
済
・
環
境
・
社
会
（
地
域
・
文
化
）
の
調
和
に
よ
る
持
続
可
能

な
社
会
・
生
活
シ
ス
テ
ム
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
必
要

性
を
強
く
迫
っ
て
く
る
。
個
人
化
が
極
度
に
進
み
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
弱
化
が
加
速
す
る
の
と
裏
腹
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
が
社
会
の
持
続
可
能
性
の
た
め
に
不
可
欠
の

条
件
と
し
て
問
わ
れ
て
く
る
と
い
う
、
皮
肉
な
現
実
に
現
代
の
生

活
者
は
直
面
し
て
い
る
。 

　
そ
の
よ
う
な
社
会
背
景
を
踏
ま
え
て
、
当
連
載
で
は
、
大
阪
の

都
心
部
・
上
町
台
地
界
隈
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
地
域
課
題
の
把
握

と
問
題
解
決
に
向
け
た
数
々
の
協
働
的
実
践
を
紹
介
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
上
町
台
地
界
隈
に
は

特
有
の
歴
史
の
蓄
積
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
・
地
域

活
動
の
魅
力
的
な
集
積
が
あ
る
。
一
方
で
、
急
増
す
る
マ
ン
シ
ョ

ン
立
地
と
新
住
民
の
増
加
、
世
帯
の
小
規
模
化
な
ど
を
背
景
に
、

個
々
の
暮
ら
し
の
孤
立
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
と
い
っ

た
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対

し
て
、
地
域
資
源
・
地
域
活
動
の
集
積
そ
の
も
の
を
活
か
し
て
い

く
こ
と
で
、
有
効
に
機
能
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

を
仕
掛
け
、
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
・
暮
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
す
る
社
会
実
験
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
目
的
意
識

の
も
と
に
、
上
町
台
地
上
に
立
地
す
る
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
（
※
１
）
の
第
３
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
（
二
〇
〇
七
年
か

ら
五
年
間
を
予
定
）
の
一
環
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
実
験
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
当
連
載
第
12
話
で
は
、
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
（
以
下
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
）に
導
入
し
た
新
た
な
試
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ 
 

大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ 
（第12話）

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

　
／

Ｕ-
Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動

 

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
主
体
形
成
の
ミ
ク
ロ
な
媒
介
装
置
へ

は
じ
め
に

21
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ン
デ
ザ
イ
ン
実
験
の
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
始
動
期
の
実
践
内
容

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。 

   

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
が
持
つ
空
間
資
源
と
し
て
の
価
値
を
、
地
域
の
共

的
な
資
源
へ
と
拡
張
し
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
考
え
の

発
端
は
、
当
連
載
第
６
話
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
町
台
地
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
（
第
６
話 : 

脚
注
※
１
参
照
）
に

よ
る
、
都
心
集
合
住
宅
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
提
案
の
検
討
と
し
て
、
都
心
集
合
住
宅
を
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
に
し
て
、
都
心
居
住
者
と
地
域
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
、
地
域
と
の
関
係
性
の
中
で
生
活
価
値
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

そ
の
際
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
対
象
と
し
て
、
上
町
台
地
に
立
地

す
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
を
モ
デ
ル
と
し
た
経
緯
が
あ
る
。 

　
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
の
提
案
は
、
地

域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
・
キ
ッ
ト
の
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル

の
創
造
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
考
慮
し
、
多
岐
に
及
ぶ
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
提
案
の
背
景
に
あ
る
課
題
認
識
や
理
念
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
で
の
具
体
的
な
実
験
の
企
画
・
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
新
た
に
実
践
部
隊
と
し
て
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ー

ム
（
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
）（
※
２
）
を
立
ち
上

げ
、
物
理
的
な
空
間
や
運
営
上
の
制
約
を
踏
ま
え
、
改
め
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
実
験
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く
り
、

実
践
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
第
６
話
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
は
、
ゆ
と
り
あ

る
生
活
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
保
全
の
両
立
を
テ
ー
マ
に
、
近

未
来
の
都
市
型
集
合
住
宅
の
あ
り
方
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
建
設
さ
れ
た
実
験
集
合
住
宅
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
竣
工

し
、
一
九
九
四
年
か
ら
社
員
一
六
家
族
が
入
居
。
第

１
フ
ェ
ー
ズ
（
五
年
間
）・
第
２
フ
ェ
ー
ズ
（
五
年
間
）

の
居
住
実
験
（
※
３
）
を
経
て
、
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、

二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
第
３
フ
ェ
ー
ズ
（
五
年
間
）
の

居
住
実
験
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
３
フ
ェ

ー
ズ
の
テ
ー
マ
は
「
持
続
可
能
な
都
市
居
住
を
支
え

る
住
ま
い
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」
で
、
環
境
的

持
続
可
能
性
（
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
）

と
社
会
的
持
続
可
能
性
（
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
）

を
柱
に
、
よ
り
環
境
性
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
追
求
や
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
い
リ

フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
都
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
創
出
に
資
す
る
実
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
※
４
）
。
そ
の
う
ち
の
都

市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
に
資
す
る
実
験
の

中
に
、
筆
者
が
担
当
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
実
験
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

　 

   

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
暮
ら
し
を
持
続
的
に
豊
か
に

支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
既
存
の
住
宅
・
建
築
が
長
く

安
全
に
使
い
続
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
個
々
の
建
物

と
ま
ち
と
人
の
暮
ら
し
の
関
係
が
豊
か
に
紡
ぎ
だ
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
条
件
と
な
る
。
大
阪

の
歴
史
・
文
化
の
原
点
と
も
い
え
る
上
町
台
地
上
に

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
が
誕
生
し
て
一
四
年
に
な
る
。
過
去
、

第
１
フ
ェ
ー
ズ
・
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
居
住
実
験
で
は
、

住
棟
・
住
戸
内
で
の
持
続
可
能
性
の
追
求
と
い
う
面

都心居住文化の創造へ 
 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
実
験

図2  NEXT21/U-CoRoの通りからの眺め 図1  NEXT21の外観

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
　
の
空
間
資
源
を
共
的
資
源
に

21
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未
来
の
都
市
型
集
合
住
宅
の
あ
り
方
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
建
設
さ
れ
た
実
験
集
合
住
宅
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
竣
工

第
１
フ
ェ
ー
ズ
・
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
居
住
実
験
で
は
、

住
棟
・
住
戸
内
で
の
持
続
可
能
性
の
追
求
と
い
う
面

で
数
々
の
先
導
的
な
技
術
や
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
評
価
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
地
域
・
ま
ち
と
の
関
係
性
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
と
い
う
観
点
か
ら
の
実
験
に
は
、
踏
み
込
め
て
い
な
か
っ
た
。 

　
そ
こ
で
第
３
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
の
一
環
と
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

21
の
一
階
北
側
に
あ
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
小
空
間
を
、「
上
町
台
地
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
（
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ=

ゆ
ー
こ
ろ
）
」
と

し
、
そ
の
透
明
な
ガ
ラ
ス
・
ウ
ォ
ー
ル
を
利
用
し
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ

展
示
や
関
連
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
な
ど
、
上
町
台
地
の
時
空
に
つ

な
が
り
、
出
会
い
を
紡
ぎ
、
暮
ら
し
を
育
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

「
上
町
台
地
の
文
化
の
再
発
見
」
や
「
減
災
文
化
の
創
造
」
、「
多
世

代
・
多
文
化
の
共
生
」
、「
自
然
・
環
境
の
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
、
博
物
館
や
図
書
館
、

大
学
等
研
究
機
関
の
方
々
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
ま
ち
と
暮
ら
し

を
つ
な
ぐ
テ
ー
マ
展
示
な
ど
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
発
想
で
あ

る
（
図
１
〜
４
）
。 

　
近
年
、
大
阪
都
心
部
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
相
次
ぎ
、
新
た

に
上
町
台
地
に
暮
ら
す
こ
と
と
な
る
人
も
多
い
中
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
都
心
居
住
者
と
ま
ち
を
つ
な
い
で
い
く
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
の
実
践
例
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
お
り
し
も
上
町

台
地
界
隈
で
は
、
当
連
載
で
繰
り
返
し
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

歴
史
・
文
化
、
国
際
交
流
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
、
宗
教
…
と
、

重
層
性
を
宿
し
た
地
域
資
源
の
存
在
に
根
ざ
し
、
市
民
発
意
の
ユ

ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
数
々
が
多
発
的
に
誕
生
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
志
向
を
持
つ
「
上
町
台

地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
な
ど
は
地
域
特
性
を
象
徴
す
る
存
在

と
い
え
る
。
住
宅
政
策
上
も
大
阪
市
に
お
け
る
都
心
居
住
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
魅
力
あ
る
居
住
地
づ
く
り

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
大
阪
市
が
協
働
で
、
住
む
ま
ち
と
し

て
の
大
阪
の
文
化
を
創
造
・
発
信
し
て
い
く
「
上
町
台
地
マ
イ
ル

ド
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
ゾ
ー
ン
事
業
」（
天
王
寺
区
全
域
と
中
央
区
の
東
半
分

の
約
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
も
動
き
だ
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
地
域
性
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
、
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
、
多
様
な
主

体
や
資
源
間
の
新
た
な
関
係
づ
く
り
を
媒
介
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
補
完
・
拡
張
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
同
実
験
の
第
一
の
狙
い
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
居
住
者
か
ら
専
門
家
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

関
わ
る
こ
と
や
発
信
さ
れ
る
情
報
に
接
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
ち
に
対
す
る
関
心
や
愛
着
を
育
む
き
っ

か
け
を
つ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
生
活
文
化
創
造
へ

の
思
い
を
耕
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
の
が
第
二
の
狙
い
で
あ
る
。 

    
　
前
述
の
よ
う
な
狙
い
の
も
と
に
、
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
に

お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
第
３
フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
の
開
始
に
先
駆
け
て
、

実
験
に
参
加
す
る
入
居
者
や
見
学
者
を
歓
迎
し
、
彼

ら
が
上
町
台
地
の
生
活
文
化
に
ア
ク
セ
ス
し
、
こ
の

地
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
入
り
口
と
な
る
こ
と
を
意

図
し
て
、
上
町
台
地
に
息
づ
く
歴
史
・
文
化
の
象
徴

「
ま
つ
り
」
を
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
展
示
第
一

弾
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
01
「
上
町
台
地
ま

つ
り
絵
巻
」（
二
〇
〇
七
年
二
月
五
日
〜
四
月
二
八
日

開
催
）
。 

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

都心居住文化の創造へ 
 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
01

「
上
町
台
地 

ま
つ
り
絵
巻
」

図4  NEXT21/U-CoRoプロジェクトに関わるさまざまなファクター 図3  NEXT21/U-CoRoプロジェクトの主要テーマ 図2  N

大阪市・ 
天王寺区 

博物館・ 
図書館等 地域住民・町会・ 

商業者等 

まちづくり団体 
学校等 

寺社等 

大学  

大阪ガス/CEL

U-CoRo

テーマ3：減災文化の創造 

都市防災・減災につながる 
 生活文化づくり、 
暮らしの知恵の 
収集・発信など 

テーマ4：自然環境の再生 

都市における 
自然の再発見と、 
環境に配慮した 

ライフスタイルの提案など 

テーマ2：多世代・多文化共生 

子どもから高齢者まで、 
多様な生活者の 

クオリティ・オブ・ライフの 
提案など 

テーマ1：地域文化の再発見 

上町台地に息づく 
歴史・文化から 

まちづくり活動まで、 
地域の魅力紹介など 

U-CoRo 
〈上町台地コミュニケーション・ルーム〉 
地域のみなさま、NPOや行政、博物館や大学等と協働で、
まちと暮らしをつなぐテーマ展示等を展開します
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大
阪
城
付
近
を
北
端
に
、
大
阪
市
内
中
心
部
を
南
北
に
貫
く
上

町
台
地
は
、
ま
つ
り
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
古
代
に
は
四
天
王
寺
や

難
波
宮
が
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
本
願
寺
や
大
坂
城
、
寺

町
が
築
か
れ
る
な
ど
、
歴
史
の
舞
台
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
と
と

も
に
あ
っ
た
、
こ
の
地
の
来
歴
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
浄
土

信
仰
の
聖
地
と
し
て
、
あ
る
い
は
巡
礼
の
道
と
し
て
、
多
く
の
人
々

が
行
き
来
し
た
地
で
も
あ
る
。
こ
の
地
に
暮
ら
し
、
こ
の
地
に
刻

ま
れ
て
き
た
人
々
の
思
い
や
願
い
の
数
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
つ

り
の
姿
を
と
り
な
が
ら
今
に
生
き
続
け
、
新
た
な
ま
つ
り
も
次
々

と
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
古
代
の
祭
礼

か
ら
現
代
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま
で
、
人
が
暮
ら
す
ま
ち
だ
か
ら

こ
そ
上
町
台
地
に
は
ま
つ
り
が
息
づ
き
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
に
、
時

空
を
越
え
て
つ
な
が
る
生
命
と
、
文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
そ
の

温
か
い
脈
動
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
展
で
は
、
上
町
台

地
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ま
つ
り
の
数
々
を
、
暮
ら
し
の
折
節
に

意
識
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
季
節
を
た
ど
る
絵

巻
風
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
紹
介
し
て
い
る
（
図
５
）
。 

　
あ
わ
せ
て
、
上
町
台
地
の
ま
つ
り
マ
ッ
プ
や
ま
つ
り
カ
レ
ン
ダ

ー
、
参
考
図
書
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
録
し
た
、
小
さ
な
栞

『
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
独
案
内（
ひ
と
り
あ
ん
な
い
）vol.01

』（
※
５
）
も
会
場

で
配
布
し
、
ま
ち
に
出
か
け
て
い
く
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る

仕
掛
け
と
し
て
い
る
（
図
６
）
。 

　
な
お
同
展
は
、
上
町
台
地
界
隈
の
寺
社
や
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

博
物
館
関
係
者
な
ど
、
上
町
台
地
の
歴
史
・
文
化
を
支
え
る
多
く

の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。 

 

協
力
者
（
資
料
提
供
な
ど
）: 

愛
染
堂
勝
鬘
院
、
猪
飼
野
保
存
会
、
生
國

魂
神
社
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
、
大
阪
城
天
守
閣
、
大
阪
歴

史
博
物
館
、
か
ら
ほ
り
倶
楽
部
、
高
津
宮
、
五
條
宮
奉
賛
会
、（
特
活
）コ

リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
四
天
王
寺
、
玉
造
稲
荷
神
社
、
天
王
寺
区
役

所
、
将
軍
地
蔵
尊
保
存
会
、
な
に
わ
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務

都心居住文化の創造へ 
 

図6  U-CoRo独案内 vol.01
　  （上町台地まつり絵巻）

図7 「上町台地のまつりを紐解く」スペシャル・トークと
　　 交流の夕べ  レクチャー風景（NEXT21ホールにて）

図5  U-CoRoウィンドウ・エキジビション01
　　「上町台地まつり絵巻」展示風景
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リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
四
天
王
寺
、
玉
造
稲
荷
神
社
、
天
王
寺
区
役

所
、
将
軍
地
蔵
尊
保
存
会
、
な
に
わ
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務

局
、
西
代
官
山
ク
ラ
ブ
、（
有
）富
士
原
文
信
堂
、
堀
越
神
社
、
そ
の
他
の

み
な
さ
ま
（
五
〇
音
順
） 

 

　
ま
た
、
会
期
終
了
翌
日
の
二
〇
〇
七
年
四
月
二
九
日
、
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
展
示
の
実
現
に
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
他
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
大
阪
城
天
守
閣
研
究
副

主
幹
・
北
川
央
氏
と
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員
・
澤
井
浩
一
氏
を

講
師
に
、
改
め
て
上
町
台
地
と
ま
つ
り
の
関
係
を
見
つ
め
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ト
ー
ク
と
交
流
の
場
を
設
け
た
。
上
町
台
地
の
祭
礼
や

年
中
行
事
、
巡
礼
と
ま
ち
の
生
活
文
化
な
ど
を
紐
解
き
、
新
た
な

ま
つ
り
を
生
み
出
す
ま
ち
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
表
裏
を
な
す
地
域

の
課
題
に
も
迫
る
、
レ
ク
チ
ャ
ー
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ

た
（
図
７
）
。 

    

　
続
く
ウ
ィ
ン
ド
ウ
展
示
第
二
弾
で
は
、
ま
ち
と
暮
ら
し
の
移
り

変
わ
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を
育
み
続
け
る
上
町
台
地
の
姿
を

見
つ
め
る
展
示
に
取
り
組
ん
だ
。
タ
イ
ト
ル
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・

エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
02
「
上
町
台
地 

子
ど
も
と
遊
び 

い
ま
・
む
か

し
」（
二
〇
〇
七
年
五
月
一
四
日
〜
八
月
三
一
日
開
催
）
。
子
ど
も

た
ち
を
育
ん
で
き
た
、
上
町
台
地
の
自
然
や
生
活
文
化
、
ま
ち
の

資
源
を
見
つ
め
な
お
し
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
の
思
い
を
込
め
た
企
画
で
あ
る
。 

　
古
く
か
ら
た
く
さ
ん
の
社
寺
が
建
ち
並
ぶ
上
町
台
地
界
隈
で
は
、

信
仰
に
ま
つ
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
郷
土
玩
具
が
多
数
生
み
出
さ
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
る
。
現
在
で
は
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
実
は
大
阪
の
郷
土
玩
具
の
故
郷
と
も
い
う
べ
き
地
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
で
も
街
頭
紙
芝
居
や
地
蔵
盆
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
と
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
が
活
発
な
地

域
も
存
在
し
て
い
る
。
路
地
や
坂
道
、
鎮
守
の
森
な

ど
の
緑
や
崖
地
が
多
い
地
形
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
格
好
の
遊
び
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
子

ど
も
た
ち
は
、
身
近
な
材
料
で
競
い
合
っ
て
手
づ
く
り

の
遊
び
道
具
を
つ
く
り
、
路
地
や
坂
道
の
魅
力
を
存

分
に
楽
し
め
る
遊
び
方
を
次
々
に
発
明
し
て
い
た
。 

　
同
展
で
は
、
懐
か
し
い
写
真
や
郷
土
玩
具
や
手
づ

く
り
お
も
ち
ゃ
の
数
々
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
上

町
台
地
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
祖
父
母
世
代
（
昭

和
前
期
頃
）
、
父
母
世
代
（
昭
和
後
期
頃
）
、
そ
し
て

平
成
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
気
に
入
り
の

遊
び
と
遊
び
場
に
つ
い
て
、
住
民
の
方
々
二
七
名
へ

の
直
接
・
間
接
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
時
代
背
景

や
生
活
環
境
の
激
変
ぶ
り
も
含
め
て
、
貴
重
な
証
言
、

印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
の
数
々
を
コ
ラ
ム
と
マ
ッ
プ
で

紹
介
し
て
い
る
（
図
８
）
。 

　
展
示
の
栞
『
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
独
案
内v

ol.02

』（
※
５
）

は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
と
遊
び
場
の
変
遷
を
、
上
町

台
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
方
々
自
身
の
語
り
を
中
心
に
、

懐
か
し
い
写
真
や
お
も
ち
ゃ
と
と
も
に
振
り
返
り
、

現
代
の
暮
ら
し
や
ま
ち
の
環
境
に
照
ら
し
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
編
集
し
て
い
る
（
図
９
）
。 

　
な
お
同
展
は
、
聞
き
取
り
調
査
に
協
力
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
貴
重
な
資
料
や
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
は
じ
め
、
上
町
台
地
界
隈
に
暮
ら
す
多
く

の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。 

 

協
力
者
（
資
料
提
供
な
ど
）: 

青
山
富
男
さ
ん
・
岡
田
孝

輔
さ
ん
・
白
石
さ
ん
・
服
部
多
嘉
男
さ
ん
・
松
本
和
子
さ

ん
・
森
茂
樹
さ
ん
・
山
田
浩
史
さ
ん
・
吉
田
光
子
さ
ん
ほ

か
「
遊
び
と
遊
び
場
聞
き
取
り
調
査
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

都心居住文化の創造へ 
 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
02

「
上
町
台
地 

子
ど
も
と
遊
び 

い
ま
・
む
か
し
」

図7 「上
　　 交流

図8  U-CoRoウィンドウ・エキジビション02
　　「上町台地 子どもと遊び いま・むかし」展示風景

図5  U-C
　　「上
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ま
し
た
上
町
台
地
の
住
民
の
み
な
さ
ま
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え

る
会
、
越
中
屋
『
夕
陽
丘
ス
ト
リ
ー
ト
』
、
大
阪
市
、
大
阪
市
天
王
寺
動

物
園
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
太
田
順
一
さ
ん
、
か
ら
ほ
り
倶
楽

部
、
か
ら
ほ
り
ま
ち
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
、
杉
浦
貞
さ
ん
、
玉
造
稲
荷
神

社
、
西
代
官
山
ク
ラ
ブ
、（
有
）富
士
原
文
信
堂
、
そ
の
ほ
か
の
み
な
さ
ま

（
順
不
同
）   

 

　
ま
た
、
会
期
終
了
目
前
の
二
〇
〇
七
年
八
月
二
五
日
、
も
う
す

ぐ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
と
称
し
て
、
展
示
で
も
紹
介
し
た

紙
芝
居
師
・
杉
浦
貞
氏
に
よ
る
街
頭
紙
芝
居
を
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の

立
体
街
路
で
上
演
。
ま
た
、
宮
本
順
三
記
念
館
・
豆
玩
舎
Ｚ
Ｕ
Ｎ

Ｚ
Ｏ
副
館
長
・
樋
口
須
賀
子
氏
を
講
師
に
、
上
町
台
地
で
幼
時
を

過
ご
し
、
長
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
届
け
る
、
小
さ
な

豆
玩
（
お
ま
け
）
の
世
界
を
育
て
た
、
グ
リ
コ
の
お
ま
け
博
士
こ
と

故
・
宮
本
順
三
さ
ん
の
、
生
い
立
ち
と
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
耳
を
澄

ま
す
講
話
。
そ
し
て
、
展
示
で
紹
介
し
た
地
域
の
方
々
の
、
幼
い

日
の
思
い
出
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
＆
フ
リ
ー
ト
ー
ク
な

ど
。
多
世
代
の
参
加
者
が
子
ど
も
の
目
線
に
戻
っ
て
夏
の
一
日
を

と
も
に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
（
図
10
）
。 

     

　
続
く
ウ
ィ
ン
ド
ウ
展
示
第
三
弾
は
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考

え
る
会
の
理
事
で
あ
り
、
大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
准
教
授
と
し
て
減
災
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
渥
美
公
秀
氏
と
、
関
係
者
を
介
し
、
全
国
の

被
災
地
に
蓄
積
さ
れ
た
「
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵
」
を
上
町
台
地
で

受
け
止
め
る
仕
掛
け
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
タ
イ

ト
ル
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
03
「
『
い
の
ち
を
ま
も

る
智
恵
』
を
伝
え
る 

減
災
に
挑
む
30
の
風
景
と
上

町
台
地
災
害
史
」（
二
〇
〇
七
年
九
月
三
日
〜
一
二

月
二
八
日 

※
二
〇
〇
八
年
一
月
一
八
日
ま
で
展
示

延
長
）
。 

　
全
国
各
地
で
災
害
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
誰

も
が
等
し
く
将
来
の
被
災
地
・
被
災
者
に
な
り
得

る
日
々
を
生
き
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
上
町
台
地

も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
上
町
断
層

が
直
下
に
あ
り
な
が
ら
、
災
害
に
対
す
る
感
度
は

高
い
と
は
言
い
難
い
現
状
が
あ
る
。
同
展
に
寄
せ

都心居住文化の創造へ 
 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
03

「
『
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵
』
を
伝
え
る 

　
減
災
に
挑
む
30
の
風
景
と
上
町
台
地
災
害
史
」

図9  U-CoRo独案内 vol.02
　  （上町台地 子どもと遊び いま・むかし）

図10 「夏の終わりに振り返る 子ども、うえまち、いま・
　　　 むかし」街頭紙芝居風景（NEXT21立体街路にて）
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受
け
止
め
る
仕
掛
け
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
タ
イ

ト
ル
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
03
「
『
い
の
ち
を
ま
も

が
直
下
に
あ
り
な
が
ら
、
災
害
に
対
す
る
感
度
は

高
い
と
は
言
い
難
い
現
状
が
あ
る
。
同
展
に
寄
せ

て
渥
美
氏
は
「
世
の
中
を
見
ま
す
と
、
と
も
す
れ
ば
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
は
希
薄
に
な
り
、
か
け
が
え
の
な
い
命
が
軽
ん
じ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
今
こ
そ
、
災
害
に
遭
わ
れ

た
み
な
さ
ま
に
思
い
を
馳
せ
、
被
災
地
で
積
み
重
ね
ら
れ
、
大
切

に
さ
れ
て
き
た
教
訓
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
語
り
か
け
て
い
る
。 

　
今
回
の
展
示
は
、
全
国
の
被
災
地
を
行
脚
し
、
「
い
の
ち
を
ま
も

る
智
恵
」
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
、
紡
ぎ
あ
げ
た
一
冊
の
ス
ト
ー
リ

ー
ブ
ッ
ク
『
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵 
減
災
に
挑
む
30
の
風
景
』
の
紹

介
が
中
心
で
あ
る
。
各
地
の
災
害
救
援
、
復
興
支
援
に
力
を
尽
く

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
（
栗
田
暢
之
氏
・
吉
椿
雅
道

氏
）
は
じ
め
、
災
害
に
向
き
合
い
な
が
ら
地
域
に
根
ざ
し
て
生
き
る

人
々
、
人
と
地
域
に
寄
り
添
う
減
災
の
研
究
者
（
渥
美
公
秀
氏
・
関

嘉
寛
氏
・
菅
磨
志
保
氏
・
宮
下
太
陽
氏
）
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
花
村
周

寛
氏
）
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
（
中
村
妙
氏
）
な
ど
、
多
く
の
志
あ
る

人
々
の
協
働
に
よ
っ
て
実
現
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
一
九

地
域
、
約
七
〇
人
の
方
と
の
出
会
い
か
ら
、
三
〇
の
温
も
り
の
あ

る
風
景
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
と
し
て
、
「
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵
」
を
描

き
だ
し
て
い
る
。 

　
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
知
恵
を
、
あ
え
て
「
智
恵
」
と
書
い
て
い

る
。
教
訓
を
知
識
に
留
め
ず
「
曰
（
い
）う
」
こ
と
、
立
場
を
超
え

て
広
く
伝
え
、
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
智
恵
」
に
な
る
と
い

う
、
制
作
者
た
ち
の
願
い
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
願

い
を
上
町
台
地
上
で
受
け
止
め
よ
う
と
の
試
み
が
同
展
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
ブ
ッ
ク
に
描
か
れ
た
「
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵
」
の
紹

介
と
あ
わ
せ
て
、
上
町
台
地
の
災
害
史
を
振
り
返
る
展
示
も
行
っ

て
い
る
（
図
11
）
。 

　
ま
た
、
同
展
示
内
容
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
し
て
『
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ

独
案
内v
ol.03

』（
※
５
）
を
編
集
す
る
と
と
も
に
、ス
ト
ー
リ
ー
ブ
ッ

ク
を
周
辺
の
図
書
館
や
地
域
の
カ
フ
ェ
や
寺
社
数
箇
所
に
設
置
し

て
も
ら
い
、
ま
ち
と
智
恵
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け
も
試
み
て
い
る（
図
12
）
。 

　
な
お
同
展
は
、
大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、

『
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵 

減
災
に
挑
む
30
の
風
景
』

の
制
作
に
関
わ
ら
れ
た
全
国
の
方
々
、
上
町
台
地

の
災
害
史
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
や
情
報
を
提
供

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ス
ト
ー
リ
ー
ブ
ッ
ク
の
設
置

に
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
・
施
設
の
方
々
は
じ
め
、

多
く
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。 

 

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

都心居住文化の創造へ 
 

図12  U-CoRo独案内 vol.03
　　 （ 『いのちをまもる智恵』を伝える　
　　   減災に挑む30の風景と上町台地災害史）

図
　

図11  U-CoRoウィンドウ・エキジビション03
　　 「『いのちをまもる智恵』を伝える  減災に挑む30の
　　  風景と上町台地災害史」展示風景
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協
力
者
（
資
料
提
供
な
ど
）:

「
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵
」
制
作
委
員
会

（
事
務
局 

:

（
特
活
）
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
、
上
町
台
地
か
ら

ま
ち
を
考
え
る
会
、
應
典
院
、
大
阪
城
天
守
閣
、
大
阪
市
立
中
央
図

書
館
、
か
ら
ほ
り
倶
楽
部
、
喫
茶
上
町
１
９
６
１
、
高
津
宮
、
惣
（
ク

ー
デ
リ
ー
・
カ
フ
ェ
、books &

 cafe L
O
W

）
、
玉
造
稲
荷
神
社
、
直

木
三
十
五
記
念
館
、（
有
）
富
士
原
文
信
堂
、
練
、
そ
の
ほ
か
の
み
な
さ

ま
（
五
〇
音
順
）  

 

　
ま
た
、
会
期
中
の
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
九
日
に
、
大
阪
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
及
び
（
特
活
）レ
ス

キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
共
催
で
、『
い
の
ち
を
ま
も
る
智
恵 

減

災
に
挑
む
30
の
風
景
』
の
制
作
者
た
ち
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
風
景

と
智
恵
に
出
会
っ
た
読
者
た
ち
が
語
り
合
う
、
減
災
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
を
開

催
し
た
。
伝
え
た
い
智
恵
と
は
何
か
、
ど
う
伝
え
て
い
く
の
か
な

ど
、
つ
く
り
手
と
受
け
手
が
上
町
台
地
で
思
い
を
交
わ
し
語
り
合

う
場
と
な
っ
た
。 

   

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
第
３
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
実
験
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後

は
、
前
述
の
よ
う
な
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
を
核
と
し
た
実
践
を
重
ね
て
い

き
な
が
ら
、
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
有
効
に
作
用
す

る
ミ
ク
ロ
な
媒
介
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を
検
証
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。 

　
ま
ず
、
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
で
展
開
し
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
豊
か
に
支
え
ら
れ
、
制
作
へ
の
参
加
を
通
し
て
関
係
者
の
意
識

や
行
動
の
あ
り
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
か
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
態
や
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
把
握
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
の
存
在
が
、
ど
こ
ま

で
共
的
な
価
値
と
し
て
認
識
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
居
住
者
や
周
辺
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
、
地
域
へ
の
関
心
や
関
わ
り
の
あ
り

方
の
深
度
の
変
化
な
ど
を
把
握
し
て
い
く
。 

　
こ
う
し
た
調
査
を
、
第
３
フ
ェ
ー
ズ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
実
験
を
担
当
す
る
大
阪
ガ
ス
（
株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文

化
研
究
所
（
筆
者
が
所
属
）
と
、
第
１
フ
ェ
ー
ズ
以
来
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

21
の
居
住
実
験
に
取
り
組
ん
で
き
た
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
居
住
空
間
学
講
座
（
高
田
・
神
吉
研
究
室
）
と
が
共
同
で
継
続
的

に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
調
査
の
積
み
重
ね
に
よ
る
評
価

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
に
お
け
る
持
続
可
能
な
住
ま
い
・

暮
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
に
機
能
す
る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
を
探
求
し
て
い
く
、
そ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　  

（
大
阪
ガ
ス（
株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

客
員
研
究
員
） 

  

（
※
１
）
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21 :  

企
画
／
大
阪
ガ
ス（
株
）
、
基
本
計
画
／
大
阪
ガ
ス
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
建
設
委
員

会
、
設
計
／
大
阪
ガ
ス
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
建
設
委
員
会
、
施
工
／（
株
）
大
林
組
、

主
要
用
途
／
集
合
住
宅
（
一
八
戸
）
、
所
在
地
／
大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷

町
六
―
一
六
、
敷
地
面
積
／
一
五
四
二
・
九
二
㎡
、
規
模
／
地
上
六
階
・
地

下
一
階
、
建
築
面
積
／
八
九
六
・
二
〇
㎡
（
建
ぺ
い
率
五
八
・
一
％
）
。 

（
※
２
）「
Ｕ-

Ｃ
ｏ
Ｒ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
」
コ
ア
メ
ン
バ
ー :  

弘
本
由
香
里
（
大
阪
ガ
ス
（
株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
／
上
町
台
地

か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
）
、
北
浦
千
尋
（
編
集
出
版
組
織
体
ア
セ
テ
ー
ト
）
、

橋
本
護
（B

-train

）
、
早
川
厚
志
（
ま
ち
づ
く
り
工
房
／
上
町
台
地
か
ら

ま
ち
を
考
え
る
会
／
か
ら
ほ
り
倶
楽
部
／
上
町
文
化
機
構
）
。 

（
※
３
）
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
・
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
居
住
実
験
報
告
は
『
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
―
そ
の
設
計
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
居
住
実
験
10
年
の
全
貌
』（
二
〇
〇

五
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
※
４
）
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
第
３
フ
ェ
ー
ズ
の
概

要
は
、http

://stage.osakagas.co.jp
/rd/next21/ph3_com

m
unity 

/p
h
3_com

m
u
n
ity
.h
tm
 

で
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

（
※
５
）「
独
案
内
（
ひ
と
り
あ
ん
な
い
）」
と
は
、
ま
ち
や
物
事
に
不
案
内
な
人
を
助

け
る
携
帯
便
利
な
冊
子
の
こ
と
。 
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第
一
二
話
の
終
わ
り
に 、 
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